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要 約： 

 

本論文は，中国都市部において，利用者本位の立場から，高齢者の利便性やケアの連

続性，ニーズとの整合性等を確保できる社区居宅養老サービスを整備するために，ケア

マネジメント体制の構築を視野に入れ，社区居宅養老サービスをめぐるネットワークづ

くりの方法について論じた． 

中国では，改革開放以後，経済状況や社会状況の変化により高齢者ケアの社会化が求

められ，現在では社区居宅養老サービスが徐々に都市部における高齢者ケアの主体とな

っている．また，高齢化率の急増，及び膨大な高齢者数に対応するために，社区居宅養

老サービスの量的確保を速やかに進めていくことが求められ，市場化原理を活用したサ

ービスの社会化が推進されている．しかし，社区居宅養老サービスが整備される過程に

おいて，サービスの社会化や量的拡大に伴い，フラグメンテーション（断片化）という

課題が生じている．フラグメンテーションにより，高齢者に断片化したケアがもたらさ

れ，既存のサービスは高齢者にとって利用しやすいサービスとなっていない．このフラ

グメンテーションが高齢者にもたらす断片化したケアに焦点をあて，本論文においては，

高齢者と家族の意向をもとに，包括的なサービスをいつでも利用でき，かつ利用しやす

い社区居宅養老サービスを，どのように推進していくかを検討することを問題意識とし

た． 

このような問題意識のもと本論文では，高齢者のサービス利用に至るプロセスのなか

で，各機関・団体の連携，及び各資源の統合と調整によるネットワークづくりが，社区

居宅養老サービスが社会的ケアとして定着するかどうかの鍵となる課題であると主張す

る．そして，社区居宅養老サービスをめぐるネットワークづくりの方向性や方法につい

ては，高齢者のニーズに応じて適切にサービスを調整するケアマネジメント体制の構築

に焦点をあて，日本の在宅サービス事業をめぐるネットワークづくりに関する取り組み

を踏まえつつ，議論を展開した． 

以下，本論文で設定した 3 つのリサーチクエスチョンに基づき，本論文で明らかにし

たことを示す． 

RQ1:中国都市部における社区居宅養老サービスの特徴と課題は何か（第一部）． 

RQ2:現在のネットワークづくりの動向と課題は何か（第二部）． 

RQ3:中国都市部の実情に適した社区居宅養老サービスをめぐるネットワークづくり 

のあるべき姿は何か（第三部）． 

Summary of Doctoral dissertation 

Summary 



課程博士・論文博士共通 
For Ph.D. (by completing the Doctoral Degree Program) and Doctoral Degree (by submitting the Doctoral Dissertation) 

第一部（第 1～3章）では，歴史的視点から社区居宅養老サービスの背景と特徴を明ら

かにしたうえで，フラグメンテーションという課題に焦点をあて，ネットワークづくり

の必要性について論じた． 

第 1 章では，中国における「政府主導」の理念と民間の実践活動の思想背景を探り，

文献研究と高齢者ケアに関する政策の整理を通して，国の政策，サービス誕生の時代背

景，及び思想背景から，社区居宅養老サービスの歴史の変容を整理した． 

第 2 章では，上海市における社区居宅養老サービスの展開過程を例に，177 本の新聞

記事とインタビュー調査を通して，社区居宅養老サービス事業の展開における特徴につ

いて論述した．具体的に，政府主導による社区居宅養老サービス実践の特徴と課題を，

行政機関と民間事業者の連動から明らかにした．その結果，上海市における社区居宅養

老サービスの展開過程の特徴は，行政機関によるトップダウン式の社会資源の開発が先

行し，その後民間事業者が，政府主導の理念のもと実践をしていくことにあった．しか

し，課題として，トップダウン式の社区居宅養老サービス実践の開発方式は，民間事業

者の主体性の低下をもたらしていたことが確認された．その課題を解決するため，ソー

シャルワーカーの調整的機能を強化していくことを主張した． 

第 3 章では，ネットワークの背景にあるフラグメンテーションという課題を手がかり

に，フラグメンテーションに関する 36 本の先行文献をレビューし，その内容や要因を明

らかにすることを通して，なぜネットワークづくりが必要かを示した．また，フラグメ

ンテーションがもたらす社会資源の濫費，断片化したケア等の問題を解決するため，今

後社区居宅養老サービスをめぐるネットワークづくりを推進する際に，各供給主体，社

会資源をコーディネートする機関や組織を設置し，行政との連携や，ケアマネジメント

の役割を担う存在の必要性を示した． 

第二部（第 4～6章）では，第一部で明らかにしたネットワークづくりの必要性を踏ま

え，先行研究の動向とネットワークに向けた取り組みに関する実態調査を通して，今後

ネットワークづくりの方向性について検討した．その結果，高齢者のニーズに応じて適

切にサービスを調整するケアマネジメントを可能にするネットワークづくりの必要性を

示した． 

第 4章では，ネットワークづくりの理論的根拠を明確にし，今後の社区居宅養老サービス

をめぐる体制整備の方向性に示唆を与えることを目的に，フラグメンテーションの解決策

として提示された「整合照料」に関する 36本の先行研究に対する文献レビューを行った．

整合照料に関する先行研究では主に，政府のガバナンス機能に焦点が置かれ，政府主導

のもと協力体制を整備していくことが主張されていた．また先行研究における課題につ

いて，サービスを利用者につなぐ媒介としての ICT 等，新しい情報技術の限界や，メゾ・

ミクロレベルの視点の欠如によりもたらされる，整合照料の理念と体制・システム設計

の間のずれの問題について検討した． 

第 5 章では，実践の側面からネットワークづくりの実態と課題に関するインタビュー

調査を行った．具体的に，上海市を例に，サービスの供給システムに焦点をあて，ネッ

トワークづくり実践に向けた取り組みの実態を手がかりにし，既存のネットワークづく

り実践における課題を明らかにした．調査から抽出した課題を踏まえ，①高齢者のセル
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フケアを支援すること，②支援現場の状況を十分に反映させる場を構築すること，③独

立したネットワーク間の狭間を埋める重層的なネットワークづくりの仕組みを構築する

こと，という 3点を提示した． 

第 6 章では，第 4 章と第 5 章を踏まえ，社区居宅養老サービスをめぐるネットワーク

づくりにケアマネジメントが必要な理由を論じたうえで，中国におけるケアマネジメン

トの現状と動向を検討し，その課題を明らかにした．それを踏まえ，各国のケアマネジ

メントにおける展開とモデルを横断的に整理し，中国におけるケアマネジメントを導入

する際の展開枠組みに対する示唆を提示した． 

第三部（第 7～9章）では，中国における社区居宅養老サービスをめぐるネットワーク

の構築に資する基礎的知見を得ることを目的に，日本でケアマネジメントとネットワー

クづくりが展開されてきた経緯から得た知見を踏まえ，インタビュー調査から得た中国

における高齢者のサービス利用のプロセス，及び断片化ケアの事例に対する分析に基づ

き，ケアマネジメントを可能にするネットワークづくり推進のための方策について提言

した．  

第 7 章では日本でケアマネジメントが展開されてきた経緯を縦断的に考察した．具体

的に，90年代に在宅介護支援センターが先導したケアマネジメントの展開から，日本に

おけるケアマネジメントとネットワークづくりの変動と課題等を考察した．その結果，

日本の経験から，①中国でケアマネジメントを実施する機関，②総合支援としてのケア

マネジメントの必要性，③コーディネーションの手段，という 3点の示唆が得られた． 

第 8 章では，高齢者のサービス利用のプロセスに関するインタビュー調査，及び断片

化したケアの事例に対する分析を通して，既存の供給体制における課題を検討し，それ

らの課題に対応するケアマネジメント体制を構築する要件を提示した．中国上海市にお

いてケアマネジメント体制を構築するための要件について，アセスメント機能を明確に

したうえで，コーディネートの場を中核としたサービスデリバリーシステムの枠組みを

提示した． 

第 9 章では，第 1 章～第 8 章を踏まえ，中国におけるケアマネジメントを導入する条

件を検討し，その条件を満たすケアマネジメント体制を可能にするネットワークづくり

の方法を提案した．具体的に，中国都市部の実情に適したケアマネジメント体制を構築

するためには，政府主導のトップダウン式のサービス供給体制に準ずると同時に，既存

の独立したネットワークの狭間に陥る可能性のある高齢者(断片化したケアを受けてい

る高齢者)に対応できるという 2つの条件を満たす必要性を示した．そのうえで，本論文

では，第 8 章で提示したサービスデリバリーシステムの枠組みを踏まえ，トップダウン

式の供給体制とネットワークが両立する二重構造を提示し，以下のケアマネジメントを

可能にするネットワークづくりの方法について提案した．その方法とは，既存のトップ

ダウン式のサービス供給体制から一部の機関や体制を抽出し，チームを結成することで

ネットワーク組織を形成し，断片化したケアを受けている高齢者を対象に，そのチーム

により集中的ケアマネジメントを実施することである．さらに，各チームメンバーの調

整機能を活用し，それぞれのチームメンバーを中心に「二次的ネットワーク」の形成を

目指す．多数の二次的ネットワークにより形成される仕組みは，社区居宅養老サービス
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をめぐるネットワーク構成の基盤となる． 

終章では，本論文の結果をまとめ，実現可能性，現行のサービス供給体制を徹底的に

改革する方法，及び上海以外の都市での適応可能性という 3 点から本論文の限界につい

て論じ，将来のケアマネジメント体制と社区ネットワークの展望について述べた．本論

文で提示したネットワークづくりの方法は必ずしも中国に適する，あるいは実現できる

とは限らないが，中国における社区居宅養老サービスをめぐるネットワークの構築に資

する基礎的知見を得ることが本論文の位置づけであると考える． 

 


